
認知症支援推進センター運営事業における研修実施状況（平成２７年度～平成３０年度）

【目的】

都内の認知症サポート医等のスキルアップ及び活動の促進を図る。

【研修対象者】

・国の定める認知症サポート医養成研修修了者

・地域拠点型・地域連携型認知症疾患医療センターの医師

・その他地域において、認知症医療体制構築に向けて取り組んでいる医師

【実施状況】

開催回数：計１６回

延べ修了者数：２，７９５人

＜実施根拠＞

認知症地域医療支援事業実施要綱（国）

【目的】

区市町村において認知症の人への支援に携わる専門職の支援技術等の向上を図る。

【研修対象者】

・区市町村が配置する認知症初期集中支援チームのチーム員

・認知症支援コーディネーター

・地域拠点型認知症疾患医療センターが設置する認知症アウトリーチ

チームのチーム員 等

【実施状況】

開催回数：計２回

延べ修了者数：３０４人

【感想・ご意見】

○初期集中チームのめざす姿が話し合えてよかった。

○事例を通した学習が出来、多職種からの思考が自分の職種には

ない内容もあり、多方面の学びが出来た。

○日々行っていることを他の市区町村の方と話す事で共有でき、

再認識する機会になった。

○初期集中チーム員同士（他市等）と実例、困っていることについ

て話し合える時間があるともっと良かった。

参考資料４

【目的】

認知症疾患医療センターの相談員及び臨床心理技術者等のスキルアップ並びに相互の

情報交換、連携の促進を図る。

【研修対象者】

認知症疾患医療センター相談員、臨床心理技術者等

【実施状況】

開催回数：計６回

延べ修了者数：４１６人

２．東京都認知症疾患医療センター職員研修 （～平成２９年度：東京都認知症疾患医療センター相談員研修）

１．認知症サポート医等フォローアップ研修（平成２７年度～）

３．東京都認知症地域対応力向上研修 （平成３０年度～）
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＜研修内容（n=396）＞

【感想・ご意見】

○講義もグループワークも日頃感じているもやっとしていることを明

確化してくれるような内容があり、参考になった。

○毎回、相談員同士で顔を合わせて、話を出来る機会が貴重だと

思った。

○他病院の現状や悩み等も共有できて良かった。
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＜研修内容（n=2,063）＞

兼務

21人, 7%

＜修了者内訳（n=304）＞

※兼務：認知症初期集中支援チーム員＆認知症支援コーディネーター

アウトリーチチーム員

25人, 8%区市町村職員,
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コーディネーター
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支援チーム員
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【感想・ご意見】

○最近の知見をその分野の専門家から教えていただいたのは、大

変勉強になった。

○市中病院では勉強できないような研究文献を用いて説明して頂

けたので非常に分かりやすかった。

○普段学んだり相談したりできない内容で、とても参考になった。

○新しい知見について多くを教えて頂けて大変有意義だった。

＜修了者内訳（n=416）＞
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作業療法士
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精神保健福祉士

264人, 63%

その他医師

75 人, 3%

認知症サポート医
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＜修了者内訳（n=2,795）＞

※認知症疾患医療センター医師のうち、

認知症サポート医でもある医師は、認知症サポート医でカウント。

認知症疾患医療
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＜研修内容（n=303）＞

※アンケート結果より抽出

※アンケート結果より抽出

※アンケート結果より抽出
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